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「教養日本力」って、いったい何なの？

　本学からは毎年多くの在校生が世界の言語や文化そし

て社会を学び、体験するために留学しています。同時に、

日本課程で学ぶ留学生や本学の交流協定校からの短期留

学生 ( 毎年 70 〜 80 人 ) 等、多くの留学生が学んでいま

す。キャンパス内も国際色豊かで、さまざまな出会いや

交流が可能な空間だといえましょう。でも、本当に私た

ちは「出会って」いるのでしょうか。私たちがイメージ

する「外国」や「外国人」そして「留学生」とは、いっ

たいどのような存在として想い描かれているのでしょう

か。そして、何よりもみなさんはどのくらい日本につい

て知っていますか。

　2007 年度後半から始まった「教養日本力」高度化推

進プログラムは、この問いにかかわっています。「そん

なこといっても、何をどのように知っていれば知ってい

ることになるの ?」というのが、みなさんの率直な疑問

だと思います。

　私たちが考える「教養日本力」の高度化とは、自明な

ものとして「日本」や「日本人」をとらえるのではなく、

まず日本について自ら問い、考える力を養っていくこと

にあります。現在、本学では多言語・多文化社会につい

て学び、実践する Add-on  Program が開講されていま

す。この試みは、変容しつつある日本社会への理解を深

めるためのとても大事な取組みだと思います。そして、

多言語・多文化社会化する現在だからこそ、まず足もと

の「日本」に対する理解が必要不可欠なのではないでしょ

うか。それには、まずみなさん一人ひとりが「日本」を

意識化し、学ぶ姿勢をもつことが大切だと考えます。

　また、本学では多くの人たちが在学中に留学していま

すが、日本を離れ、世界各国でさまざまな人たちと出会

うなかで、あらためて「日本」について考え、そして感

じて、キャンパスに戻って来ることになるでしょう。留

学先で出会った人たちに、「日本」についていろいろ尋

ねられ、こたえに窮した体験をもつことも多いのではな

いでしょうか。そんな時、「あーあ、本当に日本のこと

について知らないな」とか「もっと学んでおけばよかっ

た」と痛感することも多々あると思います。この「教養

日本力」高度化推進プログラムは、このようなみなさん

の先輩たちの体験や声にも後押しされています。

　つまり、これから学ぶ ( 学んでいる ) 専攻地域の言語

や文化・社会を深く理解するためには、比較の視点が不

可欠であり、それを身につけるためには、まず足もとの

日本を意識的に学ぶことが必要ではないかということで

す。そこで、本学で開講されている日本関連授業をわか

りやすい形でみなさんに提示し、関心をもつ分野につい

て、できる限り積極的に受講していただきたいと考えて、

このリーフレットを作成いたしました。

　東京外国語大学では、おそらくみなさんが思っている

以上に、日本を知る手がかりとなる多くの授業が開講さ

れています。ただしそれがなかなか見えにくかったよう

に思います。もちろんまだまだ十分とはいえませんので、

より多様な授業を開講していくことも本プログラムの課

題です ( 本年度はあらたに新しい授業を一学期につき 9

つ開講します )。

　掲載した日本関連授業は、定まったコースというもの

ではありませんし、何単位必修ということでもありませ

ん。でも、まさに「世界にはばたくその前に」、日本に

関心をもって学んでほしいのです。そこで、このリーフ

レットではみなさんの履修のヒント ( 手がかり ) になる

ように、関連授業をテーマごとに、以下の六つにジャン

ル分けしてみました。

1. ことばを学ぶ・教える

2. 文学を読む・思想を学ぶ

3. からだを動かす ( 運動文化 )・ことばで遊ぶ

4. さまざまな歴史のすがたを知る

5. 現代社会を知る

6. 文化の多様性にふれる

　この分類は必ずしも厳密なものではありませんが、履

修を考える際の参考にしていただければと思います。み

なさんの積極的な履修を期待しています。

世界にはばたくその前に

　東京外国語大学外国語学部は 7 課程 26 専攻に分かれ

ています。最初の 2 年間は集中的な言語運用の訓練 ( 専

攻語教育 ) と、地域および専門領域の基礎教育 ( 地域基

礎・専修基礎 )、さらに現代社会を生きていくのに不可

欠な教養教育 ( 総合科目 ) の教育をおこないます。3 年

次には、言語・情報コース、総合文化コース、地域・国

際コースの 3 コース、また高度専門職業人育成を目的と

する特化コースの中から希望のコースに進みます。そう

して、高度な言語運用能力を活かした専門的教育を受け、

世界諸地域の言語・文化・社会についての深い知識、グ

ローバルな視点を身につけます。

 「教養日本力」に関連する科目はこの専攻語と地域基礎

科目をのぞいた科目群のなかに存在しています。つぎの

ような位置関係になります。

「日本」にかかわる科目はどこにあるの？

3 つの取り組み
外国語学部の教育課程では、「教養日本力」の学びのた

めに、3 つの取り組みが工夫されています。

①まず、みなさんが主に 1・2 年次に履修する総合科目

のなかに日本関連科目が配置されています。みなさん

は 1 年生のときから「日本語学入門」「日本文化概論」

「外国人の日本観」などを受講することができます。

それによって、世界を意識しながら日本語や日本社会

への関心を深めることができあます。

②また、3 年次以降の専門教育の中でも、すべての学生

が日本関連の授業を履修することができます。みなさ

んは自分の専攻語にかかわらず、日本関連科目を受講

することができるようになっているのです。

③さらに、英語による日本関連の授業も開設されてい

ます ( 総合科目Ⅷ )。これらの授業は日本人学生と留

学生とがともに学ぶ「共学」(International/Japanese 

students 共学 ) の理念に基づいた科目です。

「教養日本力」の学びのプロセス

「教養日本力」はこれらの 3 つの取り組みが
有機的に結びつくことで実践されています。



1. ことばを学ぶ・教える
講座
番号 科目 単位 講座名 日程 講師 講座内容

1 9401 総合科目Ⅰ 2 単位 言語研究入門 2 学期
火 4 黒田 龍之助

言語は道具、使いこなしてナンボのもの、本当にそうでしょうか？それでは、
言語そのものを研究することは無駄なんでしょうか？私はそうは考えませ
ん。すでに辞書や文法書がある言語だって、立派な研究対象になるはずで
す。ただし、そのためには言語学の基礎的な知識が必要です。せっかく外
国語大学に入学したのです。思いっきり言語を勉強するための土台として、
言語学を学びましょう。

1 9402 総合科目Ⅰ 4 単位 おもしろいぞ言語学・
日本語諸方言編

通年
火 4 風間 伸次郎 日本各地の諸方言の音声、文法、語彙、のもつ特徴やそのおもしろさに触

れながら楽しく日本を縦断すること。

1 9403 総合科目Ⅰ 2 単位 日本語学入門 1 1 学期
月 2 川村 大

本学の学生であれば、専攻語の地域で日本語教育の仕事に携わることもまれで
はない。また、仕事としてではなくとも日本語について質問を受けることもよ
くあるだろう。しかし、日本語の母語話者であっても、そのしくみについては
何も知らないのが普通である。この講義では、日本語の各分野を概観し、日本
語学の基礎知識を身につけることを目的とする。

1 9404 総合科目Ⅰ 2 単位 日本語学入門 2 2 学期
月 2 工藤 浩

本学の学生であれば、専攻語の地域で日本語教育の仕事に携わることもまれで
はない。また、仕事としてではなくとも日本語について質問を受けることもよ
くあるだろう。しかし、日本語の母語話者であっても、そのしくみについては
何も知らないのが普通である。この講義では、日本語の各分野を概観し、日本
語学の基礎知識を身につけることを目的とする。

1 9446  
　

総合科目Ⅵ
(Add-on　Program) 2 単位 言語技能入門 2 学期

水 3 河北 祐子
外国人支援に関わる地域において必要とされる日本語の言語表現を知り、
実際の活動時に応用できるようにする。終了時に、日本の小中学校に通う
外国人児童に必要な日本語表現がどのようなものか分かる。地域に暮らす
外国人が必要としている日本語について知識を持つ。

1 9456 総合科目Ⅶ 2 単位 現代日本語意味論入門 2 学期
火 3 鈴木 智美

現代日本語の多義語・類義語・連語・メタファーなどを題材としながら、
言葉の “ 意味 ” のおもしろさを発見し、意味分析の基本姿勢を学ぶことを目
標とします。

1 4017 言語教育学基礎 4 単位 日本語教育学概論 通年
木 1 河路 由佳 日本語教育・学習、またその研究に関わる諸分野についての基礎的な知識

と問題意識を養う。

1 5102 言語教育学（講義） 2 単位 近代日本と日本語教育 1 学期
金 2 河路 由佳

近代以降の日本における「日本語・国語」と日本語教育の歴史をたどりな
がら、社会と言語、そしてその教育との関係について理解を深め、日本語
教育への思索、考察を深める。

1 5103 言語教育学（講義） 2 単位 日本語教育のための音
声トレーニング

2 学期
金 2 河路 由佳

日本語の教授者として望ましい音声表現とは何か、それぞれの学習者にとっ
て必要な音声学習はどのようなもので、その指導はいかにあるべきかにつ
いての考察を深める。また、実際に音声をコントロールする技能、豊かな
音声表現の技能、学習者の音声の問題点を聞き分けそれを記述するための
知識と技能、また学習者から話を聞きだす技能など、言語教育者に必要な
知識と技能を身につける。

1 5104 言語教育学（講義） 2 単位 言語社会心理学Ⅰ 1 学期
集中 宇佐美 まゆみ

これまでのポライトネスにかかわる諸研究、諸理論の批判的検討を行うとと
もに、従来のポライトネス理論の問題点を克服する形で展開してきたディス
コース・ポライトネス理論についての理解を深める。また、これらの研究と
学生各自の研究がいかに関連するかについて考えを深める。

1 5108 言語教育学（講義） 2 単位 第二言語習得研究入門 1 学期
月 3 中濱 優子 第二言語習得理論、及び、第二言語習得に関する様々な要因について学習し、

第二言語習得とは何かを理解することを、この授業の学修目標とする。

1 5109 言語教育学（講義） 2 単位 第二言語としての日本
語の修得研究

2 学期
月 3 中濱 優子

前期学習した内容を踏まえ、第二言語としての日本語の習得研究論文を講
読し、言語教育学の基盤の一つとも言える第二言語習得の理解をさらに深
めることを目標とする。

1 5297 日本言語研究（講義）
日本地域言語論 [3701] と共通 2 単位

日本語文法（史）の諸
問題 1―動詞ラレル形
とその周辺―

1 学期
月 3 川村 大 日本語文法・文法史に関する特定のテーマについて概観する。そのことを

通して日本語文法・文法史・文法学史の基礎的知識を身につける。

1 5298 日本言語研究（講義）
日本地域言語論 [3702] と共通 2 単位

日本語文法（史）の諸
問題 2―「動詞の自他」
とその周辺―

2 学期
月 3 川村 大 日本語文法・文法史に関する特定のテーマについて概観する。そのことを

通して日本語文法・文法史・文法学史の基礎的知識を身につける。

1 5301 日本言語研究（講義） 2 単位 日本語文法要説Ⅰ 1 学期
月 4 工藤 浩 日本語構文論の対象と方法の要点について概観する。

1 5302 日本言語研究（講義） 2 単位 日本語文法要説Ⅱ 2 学期
月 4 工藤 浩 日本語構文論の対象と方法の要点について概観する。

1 5305 日本言語研究（講義） 2 単位 語彙論 2 学期
水 4 山田 進 日本語の語彙のさまざまな特徴、とくに語の意味にかかわることがらを知

ることが、この授業の目標である。

1 5306 日本語教育学研究Ⅰ（講義）
言語研究 [T13003] と共通 2 単位 現代日本語の文法（3） 1 学期

月 5 早津 恵美子
日本語の文法的な諸現象について「規則・きまり」を受動的に覚えるとい
うのではなく、自らが話したり書いたり聞いたり読んだりする日本語につ
いて、その実態を内省しながら考えることによって、そこにひそむ法則的
なものを見出していく力を身につける。

1 5307 日本語教育学研究Ⅰ（講義）
言語研究 [T13004] と共通 2 単位 現代日本語の文法（4） 2 学期

月 5 早津 恵美子
日本語の文法的（とくに構文論的）な諸現象について「規則・きまり」を
受動的に覚えるというのではなく、自らが話したり書いたり聞いたり読ん
だりする日本語について、その実態を内省しながら考えることによって、
そこにひそむ法則的なものを見出していく力を身につける。

1 5310 日本語教育学研究Ⅰ（講義） 2 単位 外国語教授法と日本語
教育

1 学期
火 3 海野 多枝 外国語・第二言語としての日本語教授法を理解する上での基礎的・背景的

知識を修得する。

1 5311 日本語教育学研究Ⅰ（講義） 2 単位 第二言語習得と日本語
教育

2 学期
火 3 海野 多枝 近年の第二言語習得研究の成果を理解し、日本語教育に与える示唆につい

て考える。

1 5313 日本語教育学研究Ⅰ（講義） 2 単位 日本語教育の実践 2 学期
月 4 高野 愛子 日本語教育の現場（主に国内の大学機関）における様々な事例を通して、

客観的に日本語や日本について考え、理解を深めること。

1 5314 日本語教育学研究Ⅱ（講義）
日本地域言語論 [3703] と共通 2 単位 言語教育のための日英

中国語対照言語学入門
1 学期
火 4 望月 圭子

1. 日本語教育に必要な言語学の知識を、主に日本語と英語の対照を通して、
習得すること。2. 日本語を、英語・中国語と対照比較して、言語の普遍性
と個別性について考察し、日本語教育・英語教育・中国語教育に応用する
こと。

1 5315
日本語教育学研究Ⅱ ( 講義 )
日本地域言語論 [3704]、総合
科目Ⅷ [9478] と共通

2 単位 日英語対照：英語で説
明する日本語文法

2 学期
火 4 望月 圭子

1.Introducing main topics in Japan Grammar by them with English.
2.Applying the cross-linguistic comparisons to the pedagogy of  
Japanese,English and other languages.
3.Improve　your　Japanese　proficiency.
4. Studying and discussing Japanese and English Grammar with peers in 
an international class where Japanese and international students study 
together.

1 5318
日本語教育学研究Ⅱ（講義）
日本地域言語論 [3705]、言語記
述理論（講義）[5009] と共通

2 単位 おもしろいぞ言語学・
感動編 1

1 学期
水 2 風間 伸次郎

「世界に何千もの言語があって、そのそれぞれに独自な音韻や文法の体系が
あるなんてすごいなあ、言語学ってこんなに面白い学問なんだ！！」と思
うようになること。

1 5319
日本語教育学研究Ⅱ（講義）
日本地域言語論 [3706]、言語記
述理論（講義）[5010] と共通

2 単位 おもしろいぞ言語学・
感動編 2

2 学期
水 2 風間 伸次郎

「世界に何千もの言語があって、そのそれぞれに独自な音韻や文法の体系が
あるなんてすごいなあ、言語学ってこんなに面白い学問なんだ！！」と思
うようになること。

2. 文学を読む・思想を学ぶ
2 6119 日本文化論（講義）

日本地域文化論 [3711] と共通 2 単位 近代日本思想と東アジ
アⅠ

1 学期
金 2 米谷 匡史 近代日本の思想を、東アジア（中国・朝鮮・台湾など）との連関のなかで、

批判的に分析する視座を探ります。

2 6120 日本文化論（講義）
日本地域文化論 [3712] と共通 2 単位 近代日本思想と東アジ

アⅡ
2 学期
金 2 米谷 匡史 近代日本の思想を、東アジア（中国・朝鮮・台湾など）との連関のなかで、

批判的に分析する視座を探ります。

2 6129 比較文学（講義） 2 単位 植民地主義と文学　 2 学期
火 3 李 孝徳

比較文学の越境的な比較・対照の方法、分析のための視点の設定や体系的
な記述、総合的な解釈について、様々な文学作品を植民地主義と近代を分
析するために、現在欠かせない、ジェンダー、人種／民族、階級といった
一定の観点から読解することを通じて、実績的に学びます。

2 6228 日本文学（講義）
日本地域文化論 [3707] と共通 2 単位 古典文学講義・和歌は

何を表現してきたか
1 学期
月 1 村尾 誠一 日本古典文学の基礎として、古典和歌は何を表現してきたかを学ぶ。

2 6229
日本文学（講義）
日本地域文化論 [3708]、漢文
学概論 [9621] と共通

2 単位 日本古典文学研究・日
本漢文講読

2 学期
月 1 村尾 誠一 日本古典文学の世界により深く親しむことを目標にし、古典研究の世界に

もふれる。

2 6232 日本文学（講義）
日本地域文化論 [3709] と共通 2 単位 近代文学とナショナリ

ズム
1 学期
月 3 柴田 勝二 ナショナリズムの理論を踏まえつつ、近代日本文学に表出されてきた作家

の表現者としての個性と国家意識の関わりを探っていく。

2 6233 日本文学 ( 講義 )
日本地域文化論 [3710] と共通 2 単位 近代文学とナショナリ

ズム
2 学期
月 3 柴田 勝二 ナショナリズムの理論を踏まえつつ、近代日本文学に表出されてきた作家

の表現者としての個性と国家意識の関わりを探っていく。

2 6367 日本文学（講義）
日本地域文化論 [3725] と共通 2 単位 古典文学と絵巻 1 学期

金 4 伊東 祐子
古典文学、なかでも物語と絵巻とのかかわりは古く、『源氏物語』のなかに
すでに『竹取の翁』や『宇津保の俊蔭』などの物語絵巻が登場する。物語
と絵巻がどのようにかかわりながら享受されてきたのか、さまざまな角度
から論じたい。

2 7085 社会学（講義） 2 単位 近代日本の社会と思想
Ⅰ

1 学期
月 3 中野 敏男

近代という時代と植民地主義との本質的な関係を背景に見通しながら、近
代における日本と東アジアの関係に焦点を定め、この時代と空間に生起し
た社会の変化と文化の変化と思想の変化とを関係づけながらその意味を考
えていく。この考察を通して、近代日本の歴史と思想を文化の側面から考
え直すとともに、文化現象を通して民衆の心情を考える社会学の方法につ
いても学びたい。

2 7086 社会学（講義） 2 単位 近代日本の社会と思想
Ⅱ

2 学期
月 3 中野 敏男

前期に引き続いて、近代という時代と植民地主義との本質的な関係を背景
に見通しながら、戦中から戦後における日本と東アジアの関係に焦点を定
め、この時代と空間に継続する植民地主義の問題を考えていく。この考察
を通して、「平和と民主主義」が語られた戦後日本についての認識を再検討
し、われわれが生きる現在の歴史的位置を見定めたい。

3. からだを動かす（運動文化）・ことばで遊ぶ
3 9434 総合科目Ⅵ 2 単位 短歌創作論 1 学期

火 2 三井 修 短歌の創作、鑑賞を通じて自己表現の喜びを見出し、日本文化及び日本語
への理解を深める。

3 9435 総合科目Ⅵ 2 単位 俳句の創作と鑑賞 2 学期
金２ 上野 一孝

1. 俳句の創作―有季定型の俳句 [ 日本語・歴史的仮名遣いを使用 ] を創作
する。創作活動を通じて、自然を観察し、かつ、自己を凝視することを目
標としたい。また、受講者全員によって句会を実施し、相互に作品鑑賞し、
風雅をもととした連衆との交歓を体験する。
2. 俳句の鑑賞―優れた俳句作品を、最終的には句集単位で鑑賞し、俳句と
交歓しながら自然を観察したり、自己を凝視することを学ぶ。

3 4033 スポーツ科学基礎 2 単位 武道論基礎 1 学期
月 2 東 憲一 日本の伝統的な運動文化である武道の基礎的な知識の理解と、海外に出か

けても日本の武道について語れるだけの基礎的知識を習得する。

3 9318 スポーツ身体運動基礎科目 1 単位 護身術 1 学期
金 4 小谷 泰則

この授業では女性の初心者を対象として、柔道・柔術をベースとした護身術
を学習してゆく。柔術には「関節技」「当て身」「投げ技」「寝技」などがあり、
これらの技を学習し基本的な護身術を習得する。また、身体の健康のための、
スポーツの必要性についても学習し理解することを授業の目標とする。

自分を見つめるまなざしを持とう
　私たちは、「教養日本力」のとりくみによって、みな

さんの学びに「比較の視点」「相対化の視点」がはいる

ことを望んでいます。

　それによってみなさんが専攻の対象としている地域へ

の理解の深まりが期待できるでしょう。実際に、日本と

世界を視野にいれた卒業論文も増えています。

　そして、こうした経験はみなさんの社会的な活動につ

ながります。学内の国際交流への参加や、外国人児童・

生徒に対する教育支援のボランティア活動に参加する学

生も年々増加しています。

　日本理解を深めることは、他国の文化を尊重する心も

育てます。それは、多言語・多文化化する日本社会のさま

ざまな分野で求められる人材育成に必要なことなのです。

自分のことばで世界に発信していこう
　グローバル化が進行する現代です。日本についてのよ

り深い正確な知識と自らを見つめるまなざしを持ち、「世

界からの目」「世界の中の日本」の視点をふまえて発信

していきましょう。しかも自分のことばをもって。私た

ちはそれが「国際教養人」の姿だと考えます。

自分のことばで世界に発信しよう！

日本関係科目一覧



3 9334 スポーツ・身体運動基礎科目 1 単位 合気道・杖道Ⅱ
2 学期
集中
　

東 憲一
日本の伝統的な運動文化である武道を、合気道と杖道を通して特徴の一つ
である相手との相対的動作（形、呼吸、間合い、礼法、相手を思いやる心等）
を学ぶ。基本的な技を中心に学ぶ形を中心にした授業である。最終的には
演武会で発表する。

3 6254 スポーツ科学（講義） 2 単位 武道論Ⅰ 1 学期
金 1 東 憲一

日本の武道の理解とその背景にある様々な文化、歴史、教育、政治制度、風俗、
習慣、技術力等の要因について探る。世界各地の武道（術）との比較検討
を行う。

3 6255 スポーツ科学（講義） 2 単位 武道論Ⅱ 2 学期
金 1 東 憲一

1 学期に学んだ武道論Ⅰの基礎をもとに、各自で興味・関心があるテーマ
を設け、資料（紙媒体、映像、実演等）を作成し、発表、質疑応答、討論
を通して武道に対する見識を深める。

4. さまざまな歴史のすがたを知る
4 4057 歴史学基礎 2 単位 日本史研究入門 1 学期

木 1 若尾 政希 歴史を読み解く能力を身につける。

4 6247 人文地理学（講義） 2 単位 人文地理学の基礎 1 学期
金 3 原田 洋一郎 人文地理学の基本的概念、および見方・考え方を修得することを目的とする。

4 6248 地誌学（講義） 2 単位 日本の地誌 1 学期
金 4 原田 洋一郎

日本列島を対象地域として、さまざまな事象が地域的にどのように展開し、
どのように関連し合っているかについて学ぶことを通じ、地域の特徴の捉
え方を修得する。

4 7059 政治学（講義） 2 単位 「いのち」の近代史 1 学期
木 4 大川 正彦

「民族浄化」の名のもとに迫害・虐殺されたハンセン病患者の生の歴史を辿
ることによって、医療と統治のかかわりについて洞察をえ、各自の問題感
覚におうじて、論文にまとめあげる。

4 7112 歴史学（日本史Ⅰ）（講義） 2 単位 近代メディア史 1 学期
金 3 奥 武則 近代日本における「国民国家」の形成と展開を新聞との関係を通じて理解

する。

4 7280
日本地域研究（講義）
日本地域文化論 [3713] と共
通、日本文化論（講義）[6122]
と共通

2 単位
近現代沖縄思想史―「自
立」希求の軌跡をたど
る―

2 学期
木 4 戸邉 秀明

1.「琉球処分」から沖縄戦と米軍占領を経て現在にいたる時期の、沖縄人（ウ
チナンチュ）による「沖縄の自立」をめぐる思想的模索を概観する。2. 沖
縄を単なる「日本のなかの一県」としてではなく、独自の思想と表現を発
信する地域ととらえることで、一般的な「日本文化」像を相対化し、同時
に固定的な「沖縄文化」像をも批判的に理解できるようになる。

4 7283
日本地域研究（講義）
日本地域社会論 [3721] と共
通、日本文化論（講義）[6125]
と共通

2 単位 民衆史基礎講座 2 学期
水 4 友常 勉

民衆史とは民衆と啓蒙・文明化の関係のことであり、さらに民衆と開発の
関係でもある。そのような趣旨にもとづき、この授業では戦後民衆史研究
の概要と意義、その視角について学ぶ。また、民衆史研究・民衆思想史研
究にかかわるかぎりにおいて、戦後日本の開発とその映像、現在の地域社
会の現状、さらにグローバリゼーションのもとでのアジアにおける民衆（史）
についての映像表象などが提起する議論を読み解く。

4 7285
日本地域研究（講義）
日本地域社会論 [3718] と共
通、歴史学（日本史Ⅰ）（講義）
[7113] と共通

2 単位 失われた暮らしと景観
―日本の伝統社会

1 学期
木 3 吉田 ゆり子

今では失われた生活様式や習慣、ものの考え方、建物の風景を、具体的に
明らかにしてゆくことを通して伝統社会のあり方を学び、現代の日本社会
にどのような規定性をもっているかを考えてゆく。

4 7286 日本地域研究（講義）日本地
域社会論 [3719] と共通 2 単位 日本の古文書を読み解

く
2 学期
木 3 吉田 ゆり子

日本の伝統的な古文書を読み解く能力を育てる。具体的には、江戸時代に
書かれ、今日に依存する古文書を使って、伝統社会の実体を明らかにして
ゆくことを目標とする。

4 7287 日本地域研究（講義）日本地
域社会論 [3722] と共通 2 単位 建築と都市 2 学期

水 4 高村 雅彦
建物と都市に興味が持てるようになること。そのためには、たんに見た目
のデザインだけでなく、その歴史的背景を知ることが最も重要であるとい
うことを解説していく。

4 7288 日本地域研究（講義）日本地
域社会論 [3723] と共通 2 単位 日本の古文書を読む 1 学期

金 3 多和田 雅保 日本近世（江戸時代）の歴史資料（史料）の特質について学びつつ、読解
方法を習得する。

5. 現代社会を知る
5 9412 総合科目Ⅲ 2 単位 環境思想と生活 2 学期

　火 5 篠田 真理子 環境に関する思想を辿ることによって、単なる知識ではなく、現在の自分
の生活を見つめなおすことを目標とする。

5 9423 総合科目Ⅴ 4 単位 日本国憲法 1 通年
月 2 斎藤 一久

憲法の法的特質、基本構造、国家の基礎法としての憲法の意味を理解し、
とりわけ日本国憲法の原理と統治機構、人権保障について、憲法各条を参
照しながら解釈論的理解を習得する。

5 9424 総合科目Ⅴ 2 単位 NGO と市民社会 1 学期
火 1 壽賀 一仁 グローバリゼーションと対テロ戦争に象徴される 21 世紀初頭において NGO

と市民社会が持つ実践の知の可能性を学ぶことが、この授業の目標である。

5 9457 総合科目Ⅶ 2 単位 日本文化概論 2 学期
　金 3 岡田 昭人

本講義では、現代日本文化および社会を文化人類学的視点から考察し、そ
れぞれの分野の焦点となる諸問題を解説する。とりあげるトピックとして
は、日本の「文化・社会」、「行動様式」、「コミュニケーション」、「家庭」、「若
者文化」、「教育」、「社会問題」等である。前半は講義形式をとるが、後半
は演習形式とする。

5 9460 総合科目Ⅷ 2 単位 外からみた日本文化・
社会 : 人類学的観点から

1 学期
水 5 堀口 佐和子 The objective of this course is to provide an introduction to Japanese soci-

ety and culture from an anthropological perspective

5 9464 総合科目Ⅷ 2 単位 Introduction to Japa-
nese Politics

1 学期
金 2

Mir Monzurul 
Huq

The course is intended to train students (1)to develop an understand-
ing of the political system of Japan;(2)to guide them to acquire in-depth 
knouledge of the functioning of different organts that play key role in mak-
ing a democratic political system meaningful;and(3)to develop their analyti-
cal skill by arousing their interest in comparative studies of similarlties and 
differences of the political process of Japan and other democratic societies.

5 9465 総合科目Ⅷ 2 単位 Media and politics in 
Japan

1 学期
金 3

Mir Monzurul 
Huq

The course is intended to train students (1) to develop an understanding 
of the major characteristics of the Japanese media;(2)to become famil-
lar with the role media are playing in the democratic political structure 
of Japan;(3)to develop their own analytical skill by comparing relative 
similarities and differences between the media in Japan and those of their 
respective countries.

5 9473 総合科目Ⅷ 2 単位 Topics of Contempo-
rary Japan

2 学期
金 2

Mir Monzurul 
Huq

This course is intended to provide students with the opportunity of under-
standing Japan in a better way by focusing on various topics that are cur-
rently being discussed or debated in the media. Detailed analysis of such 
current topics would help students acquiring in-depth knowledge of various 
issues that are shaping economic, political and diplomatic politics of Ja-
pan and by doing so, help them develop their own analytical skill of events 
that are crucial in the process of advancement in any society.

5 4041 政治学基礎 2 単位 政治学入門
一歩前に：憲法思想史

2 学期
火 1 大川 正彦

憲法思想史の基礎文献を講読しつつ、学術研究論文の書き方に習熟するこ
と、すなわち、読み、しらべ、かんがえ（あぐね）、書き、その結果につい
て他人から批評を受け、またやり直すことを大切にしたい。

5 4049 法学基礎 2 単位 民法総論 2 学期
火 5 鈴木 美弥子 市民生活を規律する民法の基礎となるべき総則を学ぶことで、民法と市民

生活との関わりを考える。

5 4058 教育学基礎 2 単位 教育社会学入門（1） 1 学期
木 2 倉石 一郎

教育現象について、適切な判断を下していくのに不可欠な、教育を全体社会
のなかに位置づけ、社会的文脈の中で解決できるような理解力・スキルを身
につけることを目指す（このような力を教育社会学的ものの見方と言う）。

5 7031 国際社会学（講義） 2 単位 エスニシティ社会論 1 学期
木 3 徐 阿貴

いわゆる民族的な〈日本人〉というカテゴリーにあてはまらない人々の増
加は、同質的な人々からなる日本社会という一般的なイメージに反すると
同時に、こうしたイメージが人為的に形成されたものにすぎないことを気
づかせてくれる。日本に生活基盤を持つ外国人をめぐる国家政策とこれに
対する社会運動に焦点をあて、日本というネーションの線引きがいかにな
されてきたかを、人種／民族、ジェンダー、階級の視点から再考すること
がこの授業の目的である。

5 7061 政治学（講義） 2 単位 現代日本政治論 1 学期
火 3 北脇 保之

現在日本が抱えている政治的課題は内外ともに非常に多いにもかかわらず、
政治の方向性が見えず、政治的活力も乏しい。日本の政治について、基礎
的な知識と分析の視点を修得し、現在の政治状況がなぜ生じているのか、
また個々の課題にどう対処すべきか等を考える。

5 7062 政治学（講義） 2 単位 日本の地方自治 2 学期
火 3 北脇 保之

日本の地方自治・地方行政は、諸外国に比しその規模・守備範囲は大きい。
その一方で、中央政府と地方政府の間の相互依存関係が強いという特徴が
ある。このように我が国の政治・行政全体の中に位置づけて、地方自治の
制度、機能について理解を深める。そのうえでこれまでの地方分権改革の
動きを跡づけ、財政再建、自治体間格差是正など現在自治体が直面してい
る課題を検討する。さらに「新しい公共」論などに関連して市民社会の中
での新たな地方自治を展望する。

5 7088 社会学（講義） 2 単位 社会運動の社会学 1 学期
火 3 道場 親信

社会運動を素材に、現代社会・現代世界を解読する。人々はなぜ社会運動
に身を投じるのか、社会運動はそもそも何をしているのか、いま世界では
どんな社会運動が起きているのか、そういった問題を、公害問題、NGO、
グローバル化、生活協同組合などを通して考える。

5 7090 社会学（講義） 2 単位 居住の社会学、および
非営利活動論

1 学期
水 3 瀧脇 憲

居住は食糧と並んで人間にとって最も基礎的なニーズであるが、現代社会に
おいてその充足は多様かつ複雑な事象とともに困難になっている。この事象
を一つ一つ検証しながら、誰もが安定した住居と安全な生活を享受するため
の方法論を、非営利活動の実践をとおして考察することが授業の目標である。

5 7095 比較教育学（講義） 2 単位 差別と共生の比較教育
社会学

1 学期
木 3 倉石 一郎 日本のマイノリティが直面している諸問題を、教育社会学の視座から理解

し、将来市民としてこうした課題に取り組むための素養を養う。

5 7278 日本地域研究（講義）
日本地域社会論 [3716] と共通 2 単位 近現代日本社会におけ

るジェンダーの諸相
1 学期
火 2 野本 京子

近現代の日本社会における女性の存在・役割に関する問題および論争を検
証する。現代における諸問題について理解を深めると同時に、その淵源を
歴史的視点にたって考察していく。諸問題の具体的内容とその歴史的・社
会的背景について考えることを通じて、参加者一人ひとりが自らの問題と
して考えていってほしい。

5 7279 日本地域研究（講義）
日本地域社会論 [3717] と共通 2 単位 戦後における農村社会

の変容
2 学期
火 2 野本 京子

戦前も視野に入れつつ、米が「コメ」となった経緯や農産物の輸入自由化
問題、そして担い手の問題など、揺れ動く日本農業・農村社会の「現在」
についての理解・認識を深める。農村問題への理解を通じて、戦後日本社
会に変容について考えていきたい。

5 7281
日本地域研究（講義）
日本地域文化論 [3714] と共通、日
本文化論（講義）[6123] と共通

2 単位 サブカルチャー論 1 学期
月 3 藤本 純子

マンガ・アニメをはじめとする文化産業は、現在世界的な注目を集めつつあ
る分野となっています。日本におけるサブカルチャーとしての「おたく」文
化の展開と、現状に関わるさまざまな議論や具体的研究を紹介することに
よって、現代社会への多角的な視点を習得してもらうことが講義の目的です。

5 7282
日本地域研究（講義）
日本地域社会論 [3720] と共通、日
本文化論（講義）[6124] と共通

2 単位 部落問題基礎講座 1 学期
水 4 友常 勉

部落問題の概要について、その基礎知識、歴史、現状、論争の観点から理
解する。また、戦後日本の同和行政の問題点とその社会的歴史的な文脈を
考え、現代社会における差別問題研究の方法論と意義についても理解する。
さらに日本国内・海外の大学生との共同討論・意見交換の機会を設けるこ
とで、相互学習をおこなう。

5 7284
日本地域研究（講義）
日本地域文化論 [3715] と共通、日
本文化論（講義）[6126] と共通

2 単位
アイヌ民族の歴史・文
化と先住民族の権利回
復運動

2 学期
集中 多原 香里 アイヌ民族の歴史と世界的な先住民族の権利回復運動を通して、多文化主

義の重要性と現代的課題との連結を理解することが目的である。

6. 文化の多様性にふれる
6 9411 総合科目Ⅲ 4 単位 外国人の日本観 通年

金 5 中山 和芳 外国人が日本及び日本人をどのように見ているのかを理解する。

6 9437 総合科目Ⅵ
(Add-on　Program) 2 単位 多言語・多文化社会論

入門Ⅰ
1 学期
火 4

青山 亨
（リレー講義）

グローバル化が進む中で、日本においても外国人登録者の数は 200 万人を超
え、その国籍も多様化している。結婚する日本国籍者の 15 組に 1 組が国際
結婚でもある。このような多言語・多文化化が急速に進行している日本の現
状について、講師としてお招きした現場に関わる方々ともに歴史的視点およ
び比較的視点から検証することによって、これからの日本社会を生きていく
ための新しい生き方・考え方の素養を自ら育んでもらうことを目標とする。

6 9438 総合科目Ⅵ
(Add-on　Program) 2 単位 多言語・多文化社会論

入門Ⅱ
2 学期
火 4

青山 亨
（リレー講義）

グローバル化が進む中で、日本においても外国人登録者の数は 200 万人を超
え、その国籍も多様化している。結婚する日本国籍者の 15 組に 1 組が国際
結婚でもある。このような多言語・多文化化が急速に進行している日本の現
状について、講師としてお招きした現場に関わる方々ともに歴史的視点およ
び比較的視点から検証することによって、これからの日本社会を生きていく
ための新しい生き方・考え方の素養を自ら育んでもらうことを目標とする。

6 9439 総合科目Ⅵ
(Add-on　Program) 2 単位 多言語・多文化社会論

( 歴史 )
1 学期
木 1

野本 京子
（リレー講義）

歴史を学ぶとは、現在を知ることにほかならない。本授業は、世界各国・
各地域における多言語・多文化社会に至る道筋を歴史的視点から捉えよう
とする試みである。現在の日本の状況を理解するためにも、多言語・多文
化がすでに前提となっている社会について、そこに至る経緯 - 諸矛盾や試
行錯誤の過程を知ることは必要不可欠である。そして、そのような歴史過
程 ( 社会的変動 ) を見ていくなかで、受講者がさまざまな角度から問題を考
えていく姿勢を身につけることを目標にしたい。

6 9441 総合科目Ⅵ
(Add-on　Program) 2 単位 多言語・多文化社会論

（社会・文化）
1 学期
金 2

塩原 良和
（リレー講義）

多言語・多文化化する社会における社会と文化の関係とその変容について
履修者が理解すること。

6 9442 総合科目Ⅵ
(Add-on　Program) 2 単位 多言語・多文化社会論

（政策と法）
2 学期
金 2

北脇 保之
（リレー講義）

国内において近年急増してきた外国人について、歴史的背景、法的状況等
の観点から受入れ状況の分析を行う。その後、外国人受入れの政策的・法
的スキーム、その将来展望を概観し、さらに、労働、社会保障、教育をは
じめとする外国人の生活に関する具体的問題を取り上げ、これらに関する
政策と法を理解し、主体的に問題の把握・解決を考えることで、分析力、
解決能力を養う。

6 9476 総合科目Ⅷ 2 単位
Japanese　
Culture in Comparative 
Perspective

2 学期
火 4 岡田 昭人

This course aims to provide a comprehensive interdisciplinary understand-
ing of the Japanese culture and society through comparison with other 
countries. Recent research and work about Japanese culture are incorpo-
rated into the course in the choice of specific topics selected for discus-
sion. Topics examined include history,  religion, literature, art, communica-
tion pattern, education and so forth.  

6 9480 総合科目Ⅷ 2 単位 Intercultural communi-
cation

2 学期
水 4 Kimi,Komisarof

In this course will
(1)Acquire theoretical frameworks in intercultural communication as well as 
skills for analyzing cultural misunderstandings
(2)Increase their own self-cultural awareness in order to understand how their 
own culture affects their own behavior
(3) Develop skills in building human relations  with people from different cultures


